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皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
っ
た
と
き
、
何
よ
り
も
ま

ず
国
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
が
強

く
求
め
ら
れ
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
を
基
調
と
し
た
日
本
国
憲

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、

昭
和
23
年
、
ま
ず
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設

け
ら
れ
、
翌
昭
和
24
年
６
月
１

日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国

民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見

守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
擁
護
機
関
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お
け
る

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り

で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日

で
あ
る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
に

『
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
』
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
特
設
人
権
相
談
所

・ 

平
成
18
年
６
月
１
日
（
木
）

・ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

・
相
談
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

　

餅
原
美
榮
子
氏

　

浦
底
和
男
氏

○
長
島
町
役
場　

指
江
庁
舎

・
相
談
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

　

大
堂
英
之
氏

　

町
口
昭
弘
氏

　

山
本
定
満
氏

長
年
の
尽
力
に
感
謝

　

こ
れ
ま
で
、
旧
東
町
で
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
湯
田
章
人

さ
ん
（
山
門
野
中
）
が
任
務
を
終
え

ら
れ
、
４
月
１
日
か
ら
浦
底
和
男
さ

ん
（
浦
底
）
が
新
し
い
委
員
と
し
て

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

長
島
町
役
場
町
長
室
で
感
謝
状
伝
達

式
と
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
、

湯
田
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
地
域
の

た
め
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
浦
底
さ

ん
に
、
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支

局
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

↑湯田さんに法務大臣からの感謝状が手渡されました

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日


